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「食料 ・ 農 業 ・ 農村基本法Jが平 成 1 1 年 7月 に 成 立

し ， 食糧自給率の向上が大 き な政策の柱のーっ と し て 位

置づ け ら れた こ と に よ り ， ム ギ類， ダ イ ズ， 飼料作物等
の生産振興が重要 な政策課題 と な っ た。 さ ら に1 0 月 に

は， ["水 田 を 中心 と し た 土地利用型農業活性化対策大綱」

が決定 さ れ， 米の計画的 な生産 を徹底する と と も に， 米

の作付 け を 行わ ない水 田 を有効に活用 し て ， ム ギ ・ ダイ

ズ等の本格的な生産 を推進する こ と と な っ た。 こ れ ら の

施策 を支援する技術開発研究 と し て 「麦新品種緊急開発

プ ロ ジェク ト (平成 1 1� 13 年)Jや「転作作物プ ロ ジェ

ク ト (平成1 1� 17 年)J が開始 さ れている。

ム ギ に おい て は， 平 成 10 年 5月 に「新 た な 麦政策大

綱Jが決定 さ れ， 政府主導型の国産 ム ギの取引 を ， 順次

民間流通 に移行する こ と と な っ た。 こ れ ま で， 実需者の

ニーズが生産者 に 的確 に 伝達 さ れず， 需要 と 生産のミス

マッチ が問題視 さ れて き た が， こ れ を改善するため， 圏

内産ム ギ を 自由 な民間流通 に委ね， 生産者 と 実需者が品

質評価 を反映 し た直接取引 を導入する こ と と し ている。

し た が っ て ， 国産 ム ギ の生産の拡大 ・ 定着のため には，

実需者ニーズ に 基づい た 品質向上等 に努め， 需要 の確

保・拡大 を 図る こ と が課題である。 従来か ら ， 圏内産コ

ム ギの製粉性や製麺性 と い っ た 加工適性がオース ト ラ リ

ア 産 に 及ばない こ と や， 年 に よ っ て 赤 か び病や穂発芽の

被害が発生 し， 収量 ・ 品質が不安定 と なる問題等が指摘

さ れて き た。 民間流通への移行 に 当 た っ て は， ["売れる

麦」づ く り が重 要 で ある こ と か ら ， ["麦新品種緊急開発
プ ロ ジェク ト 」の 中 では， 高品質化， 穂発芽耐性 の向

上， 雨害回避 の た めの早熟化 を 大 き な目的 と し て ， 品種

育成 と 栽培技術 の両面 か ら 研究開発 を行い， 有望系統の

品種化 を 図る こ と と し て お り ， 試験研究機関の果た す役
割は極め て 大 き い。

ム ギは， ダ イ ズ や飼料作物 と 並 ん で， 我が国では 自給

率 の 低い代表的 な 作 物 で ある。 ム ギ 類 の 作付面積は，

1 980 年代後半 に は， 約35万�4 0万ha で推移 し， 1 990 

年代 当 初は暫滅傾向 に あ っ た が， 1993�例 年 に急減 し

た。 そ の後は約2 0万ha と 安定 し た面積 と な っ ている。

南北 に 長い地理的国土の我が国では， 地域 に よ り 栽培 さ
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れる ム ギ種 に 特徴があ り ， コ ム ギ， 二条オ オ ム ギ， 六条

オ オ ム ギ， 裸 ム ギ の 4 種 の ム ギ の う ち ， コ ム ギ の 60%

が北海道で， 次いで関東・東山 と 九州であ り ， こ れ ら の

地域はコ ム ギ栽培面 積 の 90% を占める。 二条 オ オ ム ギ

は九州、| と 関東・東山 が， 六条オ オ ム ギは北陸 など東 日 本

で最 も 多 く ， ま た ， 裸 ム ギは四国が圧倒的 に 多い。 こ の

よ う に ム ギ種 に よ っ て そ の栽培地域が大 き く 異 なる の

は， 地域の気象条件や ム ギ種の越冬能力 に 差 が ある こ と

や赤かび病など病害虫 と の発生が深 く 関係 し ている。

農林水産省農産園芸局植物防疫課が各年度ご と に報告

する病害虫防除関係資料 に 基づ き ， 1 990 年以降 10 年間

の ム ギの主要 な病害虫の発生面積推移 を ま と め て 表 に し

た (表-1 ) 。 ム ギ の主 要病害 と し て 13 種類 が あ り ， そ の

中で も 例年発生面積が大 き い病害 と し て ， 赤 かぴ病， う

ど ん こ 病， さ び病類， 雪腐病類、が挙 げ ら れるが， そ れ ら

の発生は地域に よ り 大 き く 異 なる。 赤 か び病は ム ギ類 に

最 も 大 き な被害 を 及 ぽ す病害 の一つ で， 1998 年 に は，

春先の高温 と 多雨 に よ り 関東以西 の 各地 で激発 し 大 き な

問題 と な っ た 。 本病の研究の歴史は古いが， 現在な お 防

除が難 しい病害で あ り ， 病原菌種 の 中 に は感染 し た 麦粒

にマイ コ ト キシン を 産生 する も の も あ り ， 品質の上か ら

も 重要 な病害である。 今後は‘農林 61 号' に優る抵抗性

の強い品種 や 効果 的 な 防除法 の 開発 が求め ら れる。 ま

た， 本病は湿潤 な気象条件 を好む こ と か ら ， 長期的な温

暖化が進めば， 発生地域や発生生態が大 き く 変化する こ

と が予想 さ れる。 う ど ん こ 病は， 例年北海道， 北 関東，

九州で発生面積が大 き い病害で， 薬剤防除 に よ る対策は

確立 さ れているが， 経済性の菌か ら 防除 さ れない こ と が

多いため， 恒常的 に 発生 し ている と 思わ れる。 本病菌に

はコム ギや オ オ ム ギ そ れぞれ に 対応 し た 分化型が あ り ，

さ ら にレース分化がある こ と か ら ， レース に 対応 し た 抵

抗性品種の開発が望 ま れる。 さ び病類の 中 で も ， コ ム ギ

赤 さ び病は東北地域 で 多 発す る傾向が あ り 東北2 05'

や‘東北2 06'の抵抗性品種が開発 さ れ ている が， 地域 に

よ り 病原性の異 なるレースの発生が報告 さ れて お り ， 品

種開発 に おいては発生するレースの把握が重要である。

雪腐病類 と 雲形病は降雪地帯特有の 重要病害 で ある。 雪

腐病類は北海道の秋播コ ム ギ を 中心 に 北 日 本で多発 し，

数種の病原菌が関与する難防除病害であるが， 北海道で

は抵抗性の優れた品種‘ホクシン'が開発 さ れた 。 ま た ，
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表 - 1 ム ギ類の作付面積 と 主要病害虫の発生面積推移 (ha)

年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 

ム ギ類作付面積 366.588 338 .293 298.929 260.859 214.181 2 12.787 213.026 209.412  2 15.209 2 14.667 

病害

さぴ病類 54 .818 47.014 19.748 40.379 36 .057 22.178 15.089 22.683 28.506 49.489 

うどんこ病 144.910 1 1 1 .102 87.094 96.895 101.688 99.846 9 1 .51 1  89.987 92.418 57.186 

赤かぴ病 1 1 4 .538 126.018 60.540 74.046 69.928 96.569 89.185 79.696 136.520 62.515 

雪腐病類 63.761 46.323 49.349 54.194 42 .525 28.636 4 1 .684 33.961 37.076 6 1 .753 

黒 穂病類 2 .139 2 .365 2 .436 1 .643 1 .010 1 .191 1 .543 1 .950 1 .620 6 .461 

黒節病 2 .995 2 .004 2 .087 6.986 371 2 .824 1 .554 2 .707 2 .219 2 .008 

コ ム ギ縞萎縮病 4 .149 5 .51 1  6.087 6.138 2 .571 3 .443 1 .080 4 .024 4 .791 1 .213 

オ オ ム ギ縞萎縮病 6.630 9.811  10.062 9.151 2 .630 4 .265 4 .310 3.099 3 .813 3.1 15  

ム ギ類縞萎縮病 10.779 15.322 16.149 15.289 5.201 7.708 3.994 1 .096 10 。
雲形病 6.227 6.953 5.101 2 .970 596 462 687 540 1 .307 1 .030 

斑葉病 7 .130 5.922 3.828 4.823 3.166 10.426 8.832 12.022 7.638 7 .104 

株腐病 3.559 3.959 3.787 1 .628 1 .036 1 .342 994 1 .005 1 .017  386 

立枯病 16.995 12.401 6.488 9.878 1 .629 830 1 .109 341 170 106 

虫害

アブラ ム シ類 6 1 .559 1 19.307 103.851 103.334 86.555 85.347 76.823 77.355 62.426 63.427 

ム ギ ア カ タ マ パ エ 8 1  2 1 7  46 4 .265 705 720 576 519 547 814 

ハモ グ リ パエ類 28.270 3 1.013 2 1 .583 15.889 14.991 1 1 .857 9.188 13.075 7.317  5.691 

ム ギ ダニ 6.566 2.0 1 1  3.104 2 .901 1 .747 2 .848 2 .783 4.536 2 .340 2 .445 

(注) 農林水産省植物防疫課病害虫防除関係資料か ら号| 用 (平成 2�11 年度資料l .

オ オ ム ギ の雲形病 は北陸地域 を 中心 と し て 降雨の多い気

象条件で多発 し， 病原性の異なる レ ー ス の発生が明 ら か

に さ れ て いる 。 北陸で は 抵抗性品種 ‘北陸皮 33 号' が開

発 さ れ た 。 ム ギ の 重 要 な ウ イ ル ス 病 に は コ ム ギ縞萎縮

病， オ オ ム ギ縞萎縮病， ム ギ類萎縮病の 3 種があ り ， い

ずれ も 土壌伝染性の難防除病であ り ， 薬剤防除法が な い
だり に 抵抗性品種の 開発が重要で ある 。 コ ム ギ縞萎縮病

と オ オ ム ギ縞萎縮病 は， そ れ ぞれ関東 と 九州| の各県で多

発する傾 向 が認 め ら れる 。 オ オ ム ギ 縞萎縮病 は， 1980 

年代 に 主産地である 関東， 九州、| を 中心 に大発生 し た が，

高度抵抗性 を有する 品種 ‘ミサ ト ゴ ー ル デ ン' が普及 し た

こ と に よ り ， 被害 は小康状態 に ある o し か し地域 に よ っ
て は， 抵抗性品種 を侵す新た な ウ イ ル ス 系統や新種の ウ

イ ル ス が発生 し て 問題 と な っ て いる 。 コ ム ギ縞萎縮病 に

対 し て は抵抗性品種の普及が進んでお ら ず， 全国的 に発

生が拡大 し ， こ れ ま で本病が存在 し な い と 考 え ら れて い

た北海道 に お い て も 発生が報告 さ れ， ま ん延が危倶 さ れ

ている 。 ま た ， 昨年は三重県 に お い て 33 年ぶ り に 作付

面積の約 33% に 発生 し た 。

一方， 害虫 に つ い て は， そ れ ら の発生がム ギの収量や
品質に大 き な影響 を 及ぼす こ と が ま れであ り ， 農薬等 に

よ る 防除対策があ っ て も ， 収益性の観点か ら そ の意欲 が

高 く な い こ と が， 発生 を助長 し て いる と 推測 さ れる 。 害

虫 に よる 被害の発生状況 は ， 冬期間の気象 と深 い 関わ り

があ り ， 一般 に ， 暖冬少雨では各種害虫が多発する 傾向

に ある 。 ア ブ ラ ム シ類 は， 東北 や 北 陸地域 で は 少発 だ

が， 他地域で は 恒常的 に 発生 し て いる 。 被害が大 き い の

は ム ギ成熟期で， 寄生数が多 い場合 に は登熱不良 か ら 品

質低下や減収の原因 と なる 。 ム ギ ア カ タ マ パエ は連作 に

よ っ て 発生 を助長する が， 幼虫が子実肥大期 に 吸汁加害

する こ と で収量 ・ 品質に被害が生 じる 。 ハ モ グ リ パエ も

暖冬少雨 で 多 発 する が， 1998 年 の よ う に 冬期 に 多 雨 の

年に は発生が少 な く なる 。 い ずれの害虫 に つ い て も 通常

大 き な被害がな い と さ れ て いる が， 高品質ム ギ生産 の た

め に は 的確な 防除対策が重要である 。

食料の安全性 や 環境 保全へ の 国民 の 関 心 が 高 まる 中

で， 環境 への 負荷 を 少 な く し ， か つ 生産力 の維持 ・ 向上

を可能 に する 技術開発が強 く 求 め ら れて いる 。 環境 と 調

和 し た持続的農法への改善 ・ 転換推進方策の た め に も ，

病害虫 と育 種分野の連携 を 強化 し， 病害虫 に対する 複合

抵抗性品種の育 成 を推進する と 同時 に ， 病害虫発生 の 高

精度予測技術の 開発， 輪{乍 ， 天敵等 を利用 し た 防除技術
の 開発 も 重要であ り ， こ れ ら の技術開発がム ギ を含 め た
食糧の 自給率向上 に つ な がる と 考 える 。

一一一 2 一一一


